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多品目広域連携で実現させる「AaaS（農業版MaaS）」によるAI農機シェアリング
県立広島大学、庄原商工会議所、（同）重原農園、㈱いづも農縁、㈱勝部農産、カン
ドーファーム㈱、(有)コスモ21、㈱vegeta、㈱宇惠ファーム、ファームナガタ84、
村岡農園、白根リンゴ園、農縁たねまき、（農）くまの、㈱エネルギア・コミュニケー
ションズ、㈱中四国クボタ、広島県（農林水産局農業経営発展課、北部農業技術指導
所）、庄原市、三次市

　現在、スマート農機類の導入において、通信網の課題やイニシャルコストの負担等の課題から、
即導入し経営拡大できる状況には至っていない。我々はMaaS（Mobility as a Service，交通系
AIシステム）を農業分野に転用したシェアリングシステム「AaaS」（Agriculture as a Service）を
用い、農機と人的資源を高度にシェアリングするしくみを構築する。

○スマート機械の導入及びAaaS の実装により、機械シェア日数を最大で 200日とし、
　生産面積 10％増加、売上高 10％以上の増加、20%の経営改善、及び 5％の作業性向上を目指す。

（同）重原農園ほか （広島県庄原市ほか） 実証面積：477ha

実証課題名

構　成　員

　今回の取組みは、地域のグループリーダーである若い生産者
が「放棄地が増え続ける地域を、スマート技術で救えないか」
との思いから、若い農業者の仲間を集めて議論した活動から生
まれました。地域に足りないモノがあっても決して諦めるので
はなく、専門家に協力を依頼しつつ、産学官のすべての力を結
集し、補うことができました。その結果、この度、より先進性
があり、かつ、実効性も備わった新たなシェアリングシステム
「AaaS」の可能性を実証する機会を頂きました。
　私たちの取組みが、全国の中山間地域の農業における深刻な
課題を解決できる一助になればと考えています。

背景・課題

目　　標

本実証プロジェクトにかける想い

露地野菜

▶実証代表 広島県公立大学法人 県立広島大学 生物資源科学部 三苫好治（みとま よしはる）

問い合わせ先：庄原商工会議所 専務理事 本平正宏（もとひら まさひろ） 
TEL：0824-72-2121  e-mail：motohira@shobara.or.jp

▶視察等の受入について問い合わせ先

実証する技術体系の概要

①自走トラクター ①ロボットトラクター ①収量コンバイン ②農業用ドローン

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

要素技術 ①ロボットトラクター＋収量コンバイン ②農業用ドローン ③AaaS への改装（高度シェアリングシステム）

重原農園（庄原市内）

★
★

327

中山間地域の高齢化・離農に対するスマートシェアリング産地支援ス
キームの構築実証
(株)パンドラファームグループ、農業生産法人(有)王隠堂農園、(有)御浜
天地農場、今西清次、仁司与士久、吉田公司、岡本好司、井関角宜、菊本佳
孝、山崎裕康、妙瀬田宏、内芝和也、(株)日本総合研究所、ベジタリア(株)

　急勾配の農地が多い中山間地域の果樹農家では高齢化が進み、継続的に農業を維持いていく為
には、作業時間の削減と作業負担の軽減が不可欠である。そのような背景の下、スマート農機へ
の期待は大きいが、一戸当たりの経営面積が小さく高額な機械の導入は難しいのが実態である。

○リモコン式草刈機の導入により、労働時間の 20%以上の削減と安全性を確保。
○追従型自走運搬車の導入により、労働時間 10％の削減と労働負担を軽減。
○シェアリングを効率よく行うため、栽培管理システムの開発とスキームを検証。

327
（有）王隠堂農園ほか（奈良県五條市ほか） 実証面積：23.29ha

実証課題名

構　成　員

背景・課題

目　　標

　私たち中山間地域の果樹農家が、次の世代、次の次の世代へ
と果実の生産体制をつなげていくには、過酷な労働環境を改善
し、若手を育てなければならない。スマート農業技術による作
業時間の削減と作業負担の軽減への期待は非常に大きいが、
個々の農家で導入した場合の導入コストの負担は大きい。
　本実証プログラムでは、地域の中核農業者であり実需者であ
る㈱パンドラファームグループが地域の農家と共にスマート農
機のシェアリングを行い、稼働率を上げ導入コストを削減して
普及につなぐ実証実験を行う。また、スマート農機の専属オペ
レーターの育成を行い、労働力不足の解消を実証する。これに
より、現実的で新しい「スマート農業シェアリングサービス」
を確立し、中山間地域の果樹農家を明るい未来に導く！

本実証プロジェクトにかける想い

時期 9月 2月8月 1月7月 12月6月 11月5月 10月4月 3月

「見られる !」
ポイント

要素技術

実証する技術体系の概要

①追従型自走運搬車 ②リモコン式草刈機 ③営農管理システム ④気象環境測定装置

②リモコン式草刈機
　アグリア 9600

①追従型自走運搬車
     agbee

③営農管理システム
　圃場生育管理システム（梅･柿)

④気象環境測定装置

▶実証代表 （株）パンドラファームグループ　電話番号：0736-66-9966
e-mail：momono.3@gamma.ocn.ne.jp
同上▶視察等の受入について

問い合わせ先

Fieldserver Fieldcom

御浜天地の梅圃場

★

★

★

実証テーマ 新サービス　 品目 ウメ、柿、ミカン
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